






要約:国立小児病院での在宅人工呼吸患者について、入院中と在宅管理時の医療費を比較検

討し、在宅人工呼吸の保険点数について考察した。入院時は、人工呼吸をするためだけに

毎月¥450,000 以上、総医療費は毎月平均¥889,200 が健康保険で賄われていたが、在宅管理

に移行すると総医療費が約¥120,000 と大きく減少した。しかしながら、現在の保険制度で

は、この実費の大半が家族の負担となるため、医学的に在宅人工呼吸の適応がある症例で

も、その数倍の医療費をかけて不必要な入院を強いているのが現状である。この矛盾を解

決するためには、在宅人工呼吸の保険点数として、最低 12,000 点を設定することが必要で

ある。 


